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哀
愁
の
道
路
に

思
う

▼
お
気
に
入
り

の
女
性
と
食
事

を
し
た
後
、
し

ば
し
ド
ラ
イ

ブ
。
送
る
こ
と

を
考
え
、
そ
の
女
性
の
家
が

あ
る
方
面
に
向
か
っ
た
。
会

話
に
夢
中
に
な
り
な
が
ら
当

て
も
な
く
走
る
。
い
つ
し
か

山
間
部
へ
と
向
か
う
１
本
道

に
入
っ
て
い
た
。
道
幅
が

徐
々
に
狭
く
な
り
、
カ
ー
ブ

は
ク
ネ
ク
ネ
。
し
ば
ら
く
行

く
と
舗
装
が
な
く
な
り
、
小

石
を
踏
み
な
が
ら
走
る
車
は

揺
れ
ま
く
っ
た
▼
気
分
が
悪

い
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
乗
り

物
酔
い
は
し
や
す
い
方
。
さ

っ
き
ま
で
盛
り
上
が
っ
て
い

た
の
が
う
そ
の
よ
う
に
口
数

が
減
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
気

分
が
悪
い
こ
と
を
悟
ら
れ
て

は
格
好
が
悪
い
。
開
け
た
場

所
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
帰
ろ
う

と
決
め
た
。
平
静
を
装
い
適

当
な
場
所
を
探
す
。
だ
が
道

は
ず
っ
と
狭
い
ま
ま
。
限
界

は
急
に
来
た
▼
車
を
突
然
止

め
る
と
、
女
性
は
戸
惑
っ
た

表
情
。
最
後
の
力
で
薄
ら
笑

い
を
浮
か
べ
、「
ち
ょ
っ
と

気
分
が
…
」
と
だ
け
言
い
残

し
、
車
を
飛
び
出
し
た
。
で

き
る
だ
け
女
性
か
ら
見
え
な

い
所
へ
向
か
っ
た
が
、
明
ら

か
に
女
性
は
引
い
て
い
た
。

そ
の
出
来
事
が
あ
っ
て
か
ら

と
い
う
も
の
女
性
は
急
に
仕

事
が
忙
し
く
な
り
、
連
絡
は

途
絶
え
た
…
▼
あ
れ
か
ら
20

年
。
山
梨
県
丹
波
山
村
方
面

へ
行
く
た
め
に
、
同
じ
国
道

４
１
１
号
を
車
で
走
っ
て
い

る
。
広
く
て
き
れ
い
で
線
形

も
緩
や
か
。
途
中
、
ツ
ー
リ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
で
あ

ろ
う
バ
イ
ク
の
集
団
と
何
度

か
す
れ
違
っ
た
。
以
前
は
こ

う
し
た
光
景
も
少
な
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
▼
１
９

８
８
年
に
道
路
改
良
に
着
手

し
て
か
ら
30
年
余
り
。
幾
多

の
難
工
事
を
乗
り
越
え
、
つ

い
に
本
年
度
で
完
成
を
迎
え

る
。
あ
の
時
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
道
路
が
あ
っ
た
な
ら
。

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら

車
を
走
ら
せ
る
。
新
し
い
道

路
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
生

活
に
寄
り
添
い
、
思
い
出
に

刻
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。

 

（
山
梨
・
Ｏ
Ｓ
）

７
月
に
も
審
議
会
答
申

�

庁
舎
建
て
替
え
な
ど
方
向
性

富士見市

水
泳
場
誘
致
見
据
え

�

神
根
運
動
場
周
辺
で
測
量
川口市補正

南
分
署 

58
街
区
12・13
有
力

�
草
加
八
潮
消
防
組
合

拡
張
の
可
能
性
も

❖
県
営
繕
課
、
大
宮
商
業
高
校
給
食
室

�

耐
震
補
強
工
事
を
公
告
、
16
日
開
札

❖
八
潮
市
、
八
幡
図
書
館
・
公
民
館

�

大
規
模
改
修
工
事
は
埼
玉
建
興

主な入札情報

　
埼
玉
県
建
設
業
協
会
青
年

経
営
者
部
会
の
部
会
長
に
就

任
し
た
吉
川
祐
介
氏
（
金
杉

建
設
社
長
）
は
「
青
経
部
会

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
し

っ
か
り
引
き
継
い
で
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

る
。
会
員
79
人
を
ま
と
め
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
働

き
方
改
革
、
海
外
進
出
な
ど

に
つ
い
て
、
次
世
代
の
経
営

者
が
「
知
識
を
交
換
し
て
お

互
い
を
高
め
合
い
、
埼
玉
の

地
域
建
設
業
の
経
営
力
、
技

術
力
が
向
上
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
、
実
行
し
て

い
き
た
い
」と
力
を
込
め
る
。

　
約
20
年
間
、
部
会
で
活
動

し
て
き
た
。「
各
企
業
が
発

注
者
か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と

は
重
要
。
併
せ
て
業
界
全
体

が
信
頼
を
得
る
必
要
が
あ

る
。
会
員
同
士
が
本
音
の
話

を
し
て
悩
み
を
打
ち
明
け
合

っ
て
、
本
当
の
仲
間
に
な

り
、
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
。
信

頼
で
き
る
本
当
の
仲
間
に
は

ノ
ウ
ハ
ウ
は
隠
さ
な
い
」
と

言
い
切
る
。

　
金
杉
建
設
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｄ

Ｘ
で
高
い
評
価
を
得
て
お

り
、「
建
設
会
社
は
機
械
を

持
っ
て
い
た
方
が
良
い
」
と

持
論
を
唱
え
る
。
民
間
企
業

が
設
備
投
資
を
す
る
理
由
は

「
当
然
、
リ
タ
ー
ン
が
見
込

ま
れ
る
か
ら
」
だ
。
一
般
的

に
設
備
投
資
を
す
れ
ば
「
人

件
費
が
減
る
、
よ
り
大
き
な

仕
事
を
で
き
る
よ
う
に
な

る
、
利
益
率
が
上
が
る
」

が
、
近
年
は
「
公
共
事
業
が

急
激
に
減
ら
さ
れ
た
と
き
の

負
の
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い

て
、
慎
重
な
経
営
者
が
多

い
」
の
が
実
情
。
た
だ
、
こ

こ
に
来
て
潮
目
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
こ
と
も
感
じ
て
お
り

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
て
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ

ー
や
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
購
入
す
る
会
員
が
増

え
て
き
た
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
つ
い
て
、

発
注
者
指
定
な
ど
の
理
由
か

ら
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
リ
ー

ス
し
て
い
る
場
合
は
「
定
め

ら
れ
た
使
い
方
し
か
し
な

【
略
歴
】　
１
９
９
５
年
３

月
、
日
本
大
学
生
産
工
学
部

土
木
工
学
科
卒
。
同
年
４

月
、
株
木
建
設
入
社
。
そ
の

後
、
２
０
０
０
年
に
日
本
大

学
大
学
院
生
産
工
学
研
究
科

土
木
工
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
を
修
了
。
同
年
４
月
金
杉

建
設
入
社
。
専
務
取
締
役
を

経
て
20
年
10
月
、
社
長
就

任
。
48
歳
。

い
」
が
、「
自
社
保
有
し
て

会
社
に
最
先
端
の
モ
ノ
が
あ

れ
ば
、
技
術
者
は
使
い
た
く

な
る
し
、
効
率
的
に
し
よ
う

と
考
え
る
。
そ
こ
に
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
考
え
方
が
生
ま

れ
て
く
る
」
と
実
感
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
循
環
に
Ｄ
Ｘ

は
連
動
す
る
と
み
て
お
り
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
使
っ
て
、

ど
う
や
れ
ば
効
率
的
に
、
よ

り
う
ま
く
回
し
て
い
け
る

か
」
を
考
え
、
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
Ｄ
Ｘ
の
ポ
イ
ン
ト

だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
５
月
21
日
の
総
会
で
は
部

会
の
規
約
が
改
正
さ
れ
、
会

員
の
制
限
年
齢
（
定
年
）
を

50
歳
か
ら
53
歳
へ
と
延
長
し

た
。
会
員
数
の
維
持
、
増
加

の
具
体
策
と
な
る
。「
50
歳

に
近
い
年
齢
の
会
員
が
非
常

に
多
い
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
ジ

ュ
ニ
ア
世
代
（
１
９
７
１
〜

74
年
生
ま
れ
）
が
抜
け
た
ら

大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う

危
機
感
は
、
以
前
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
。

　
対
応
す
る
た
め
に
こ
こ
10

年
ほ
ど
会
員
拡
大
を
進
め
て

い
た
が
、
20
年
度
入
会
者
は

「
例
年
に
比
べ
る
と
非
常
に

少
な
い
３
人
に
と
ど
ま
っ

た
」。
コ
ロ
ナ
禍
で
「
積
極

的
な
会
員
拡
大
の
活
動
が
難

し
い
」
こ
と
が
最
大
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　「
１
社
１
名
」
の
枠
も
撤

廃
し
た
。
親
子
で
入
会
し
て

も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
ほ
か
、
兄
弟
（
姉
妹
）
も

念
頭
に
置
い
て
い
る
。
例
え

ば
「
自
分
が
53
歳
で
卒
業
し

た
ら
50
歳
の
弟
を
入
れ
よ

う
」と
い
う
ケ
ー
ス
の
場
合
、

弟
は
在
籍
期
間
が
短
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ

っ
た
。
ま
た
若
手
登
用
の
観

点
か
ら
「
50
歳
以
上
の
幹
事

就
任
は
原
則
と
し
て
行
わ
な

い
」
こ
と
を
ル
ー
ル
化
し
て

い
る
た
め
、
部
会
で
の
中
心

的
な
役
割
を
担
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
人
数
制
限
の
撤

廃
に
よ
り
、
こ
う
し
た
課
題

を
一
気
に
解
決
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
ポ
ス
ト

と
し
て
参
与
を
新
設
し
た
。

副
部
会
長
経
験
者
を
充
て
、

参
与
は
役
員
会
で
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
若

手
に
副
部
会
長
を
引
き
受
け

て
も
ら
い
組
織
を
活
性
化
さ

せ
つ
つ
、
豊
富
な
知
識
、
経

験
を
持
っ
て
い
て
頼
り
に
な

る
参
与
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
た
い
」
と
狙
い
を

語
っ
た
。

知
識
交
換
で
高
め
合
う

�

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
継
承

埼玉県建設業協会 青年経営者部会
吉
よ し か わ

川 祐
ゆ う す け

介　部会長就任インタビュー 延べ床1000～1200㎡を想定
　
想
定
し
て
い
る
導
入
機
能

と
規
模
は
▽
庁
舎
内
車
庫
２

４
０
〜
２
８
０
㎡
▽
出
動
準

備
・
防
火
衣
収
納
庫
40
〜
50

㎡
▽
災
害
資
機
材
倉
庫
35
〜

45
㎡
▽
救
急
資
機
材
保
管
・

消
毒
室
35
〜
45
㎡
▽
ホ
ー
ス

乾
燥
設
備
６
㎡
▽
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
30
〜
40
㎡
▽
事
務
室

80
〜
１
０
０
㎡
▽
会
議
室
１

０
０
〜
１
２
０
㎡
▽
屋
内
倉

庫
30
〜
50
㎡
▽
受
付
・
通
信

室
15
〜
20
㎡
▽
食
堂
・
休
憩

室
80
〜
90
㎡
▽
洗
濯
室
・
乾

燥
室
18
〜
22
㎡
▽
洗
面
所
・

浴
室
20
〜
25
㎡
▽
更
衣
室
36

〜
42
㎡
▽
仮
眠
室
（
男
性

用
）
90
〜
１
１
０
㎡
▽
仮
眠

室
（
女
性
用
）
30
〜
40
㎡
▽

ト
イ
レ
50
〜
70
㎡
―
―
を
挙

げ
た
。

　
屋
外
に
は
倉
庫
30
〜
40
㎡

、
廃
棄
物
倉
庫
10
〜
20
㎡
、

危
険
物
倉
庫
・
ボ
ン
ベ
保
管

庫
12
〜
20
㎡
、
非
常
用
電
源

10
㎡
、
防
火
水
槽
・
消
火

栓
、
屋
外
駐
車
場
50
〜
60

㎡
、
駐
輪
場
15
〜
20
㎡
の
設

置
を
想
定
。
訓
練
施
設
は
屋

外
倉
庫
に
併
用
す
る
な
ど
整

備
を
検
討
す
る
。

　
導
入
機
能
の
検
討
を
並
行

し
て
、
こ
れ
ま
で
建
設
候
補

地
に
挙
が
っ
て
い
た
①
87
街

区
（
１
９
８
０
・
５
㎡
、
市

有
地
）、
②
55
街
区
１
（
８

０
４
・
１
３
㎡
、
市
有
地
）、

③
58
街
区
12
・
13
（
１
０
４

４
・
３
３
㎡
、
国
有
地
）、

④
１
５
２
街
区
２
・
３
（
６

５
７
・
３
５
㎡
、
国
有
地
）

の
状
況
を
整
理
し
た
。

　
①
④
は
周
辺
状
況
や
必
要

面
積
な
ど
か
ら
適
し
て
い
な

い
、
あ
る
い
は
不
適
合
と
判

断
。
②
は
必
要
建
築
面
積
が

許
容
建
築
面
積
を
上
回
る
た

　
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
内
の

地
権
者
ら
で
組
織
す
る
「
川

通
地
区
産
業
集
積
拠
点
誘
致

促
進
協
議
会
」
が
、
製
造

業
・
物
流
系
の
施
設
誘
致
を

見
込
ん
で
計
画
し
て
い
る
土

地
区
画
整
理
事
業
の
検
討
が

本
格
化
す
る
。
７
月
下
旬
に

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
、
組
合
設
立
準
備
会
の
発

足
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
選
ぶ
。
協
議

会
を
支
援
す
る
さ
い
た
ま
市

も
、
基
本
計
画
や
業
務
代
行

予
定
者
選
定
募
集
要
項
案
の

め
不
適
合
だ
が
、
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
の
た
め
、
隣

接
地
を
確
保
し
敷
地
面
積
を

拡
張
す
る
こ
と
で
課
題
解
消

で
き
る
か
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
③
に
関
し
て
は
幹
線
道
路

沿
い
で
適
正
規
模
の
消
防
施

設
建
設
が
可
能
だ
が
、
来
客

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
確

保
で
き
な
い
。
た
だ
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
で
敷
地
を

拡
張
で
き
る
立
地
に
あ
り
、

拡
張
に
よ
り
課
題
が
解
消
で

き
る
か
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
そ
う
し
た
状
況
か
ら
、
敷

地
面
積
拡
張
の
可
能
性
を
有

す
る
②
、
③
に
対
す
る
検
討

を
深
度
化
し
た
。
③
は
１
４

７
３
・
１
９
㎡
ま
で
拡
張
が

可
能
で
あ
り
、
市
内
南
部
を

横
断
す
る
八
潮
三
郷
東
西
線

道
路
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も

良
好
で
、
南
部
地
域
全
体
へ

の
走
行
時
間
が
大
き
く
短
縮

で
き
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
拡
張

後
の
③
が
現
時
点
で
望
ま
し

い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
、
本
年
度
内
に
基
本

計
画
策
定
業
務
で
候
補
地
を

確
定
さ
せ
る
。
導
入
機
能
や

規
模
の
ほ
か
、
概
算
事
業
費

や
建
設
工
程
な
ど
を
具
体
化

さ
せ
る
方
針
。
素
案
に
つ
い

て
は
10
月
８
日
ま
で
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
草
加
八
潮
消
防
組
合
が
建
設
に
向
け
て
基
礎
調
査
を
実
施
し
た
八
潮
消
防
署
南
分
署

に
つ
い
て
、
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
１
０
０
０
〜
１
２
０
０
㎡
程
度
を
想
定
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
１
階
に
車
庫
や
受
付
な
ど
、
２
階
は
事
務
室
な
ど
の
機
能
導
入

を
見
込
む
。
加
え
て
、
建
設
候
補
地
に
関
し
て
は
一
定
の
条
件
の
も
と
、
八
潮
南
部
西

一
体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
仮
換
地
58
街
区
12
・
13
が
望
ま
し
い
と
す
る

調
査
結
果
に
至
っ
た
。
施
設
規
模
や
候
補
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
10
月
ま
で
に
基
本
計

画
案
の
形
で
確
定
す
る
見
通
し
。

作
成
に
本
年
度
乗
り
出
す
。

２
０
２
２
年
度
以
降
に
業
務

　
富
士
見
市
は
耐
震
性
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
現
庁
舎

に
つ
い
て
、
改
修
か
建
て
替

え
か
の
整
備
方
法
を
７
月
以

降
に
判
断
す
る
。
５
月
27
日

の
第
１
回
庁
舎
整
備
検
討
審

議
会
で
示
し
、
市
側
へ
７
月

ご
ろ
に
答
申
す
る
よ
う
希
望

を
伝
え
た
。
12
月
以
降
、
い

ず
れ
か
の
方
法
に
も
と
づ
く

整
備
方
針
な
ど
を
策
定
す
る

見
通
し
。

　
改
修
の
場
合
、
現
庁
舎
の

課
題
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
配
慮
す
べ
き
事
項
を

審
議
す
る
。
建
て
替
え
る
場

合
は
、
新
庁
舎
の
規
模
や
建

設
場
所
、
求
め
る
機
能
な
ど

を
盛
り
込
む
基
本
方
針
と
し

て
策
定
す
る
。

　
７
月
26
日
に
予
定
す
る
第

３
回
審
議
会
ま
で
に
整
備
方

法
を
審
議
し
、
最
終
回
と
な

る
第
８
回
ま
で
に
具
体
的
事

項
を
話
し
合
う
。

　
１
９
７
３
年
に
建
設
し
た

本
庁
舎
（
Ｒ
Ｃ
造
地
下
１
階

地
上
２
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
６
６
９
３
・
７
２
㎡
）
は

杭
を
中
心
に
耐
震
性
が
不
足

し
て
い
る
。

　
調
査
に
よ
り
、
各
階
Is
値

が
地
下
１
階
０
・
６
１
、
地

上
１
階
０
・
６
７
、
地
上
２

階
０
・
６
１
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
。
杭
の
数
値
に

　
川
口
市
は
６
月
定
例
会
に

上
程
す
る
補
正
予
算
案
を
公

表
し
た
。
県
に
よ
る
屋
内
50

ｍ
水
泳
場
整
備
事
業
に
お
い

て
最
適
な
候
補
地
と
し
て
選

出
さ
れ
た
神
根
運
動
場
に
お

い
て
、
用
地
測
量
な
ど
委
託

費
６
８
５
９
万
６
０
０
０
円

を
充
て
る
。
入
札
時
期
は
未

定
。
運
動
場
周
辺
で
用
地
測

量
を
実
施
し
、
年
度
内
で
結

果
を
ま
と
め
る
。
今
後
の
整

備
方
針
は
２
０
２
２
年
度
以

降
に
定
め
る
。

　
測
量
対
象
は
神
根
運
動
場

（
神
戸
７
６
７
―
１
ほ
か
）、

神
根
公
園
、
北
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
計
約
１
万
２
９
０

０
㎡
。
現
況
や
高
低
差
を
測

る
ほ
か
、
境
界
確
定
測
量
を

行
う
。
運
動
場
敷
地
内
で
ど

の
よ
う
に
水
泳
場
を
建
設
す

る
か
は
未
定
の
た
め
、
運
動

場
周
辺
で
用
地
測
量
を
実
施

代
行
予
定
者
を
決
め
、
24
年

度
末
ま
で
の
組
合
設
立
認
可

に
こ
ぎ
着
け
た
い
狙
い
。

　
土
地
区
画
整
理
の
新
規
事

業
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の

は
、
春
日
部
市
と
の
境
に
当

た
る
川
通
地
区
（
さ
い
た
ま

市
岩
槻
区
）。
東
北
自
動
車

道
岩
槻
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
の
東
側
約
５
㎞
に

位
置
し
て
お
り
、
川
通
公
園

の
東
側
・
南
側
一
帯
が
対
象

エ
リ
ア
と
な
る
。
面
積
と
し

て
は
約
44 

ha
。
全
域
が
市
街

化
調
整
区
域
に
含
ま
れ
て
い

る
。

　
土
地
所
有
権
者
は
約
１
８

０
人
（
共
有
者
含
む
）
に
上

る
。
協
議
会
が
選
定
す
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
組
合
設

立
準
備
会
の
発
足
の
た
め

に
、
こ
う
し
た
関
係
権
利
者

と
の
合
意
形
成
の
推
進
・
支

援
な
ど
に
関
す
る
業
務
を
任

せ
る
。

　
具
体
的
に
は
▽
協
議
会
運

営
支
援
▽
権
利
者
合
意
形
成

支
援
、
勉
強
会
・
相
談
会
な

ど
の
対
応
▽
仮
同
意
書
作

成
、
仮
同
意
書
取
得
支
援
、

仮
同
意
率
集
計
▽
準
備
会
規

約
案
、
準
備
会
役
員
名
簿
の

作
成
▽
準
備
会
結
成
総
会
開

催
支
援
（
総
会
準
備
・
議
事

録
作
成
）
▽
準
備
会
結
成
届

け
、
技
術
援
助
申
請
書
の
作

成
―
―
を
委
託
す
る
。
プ
ロ

ポ
手
続
き
の
事
務
局
は
、
さ

い
た
ま
市
の
産
業
展
開
推
進

課
が
務
め
る
。

　
同
地
区
で
は
、
製
造
業
や

物
流
系
の
施
設
誘
致
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
民
間
企
業
参

加
型
の
業
務
代
行
方
式
を
使

っ
て
、
土
地
造
成
な
ど
を
進

め
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
ち
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

の
業
務
実
績
に
つ
い
て
は
、

業
務
代
行
予
定
者
の
選
定
の

際
に
加
点
評
価
さ
れ
る
見
通

し
だ
。

費
と
し
て
１
８
０
０
万
円
を

計
上
。
東
武
東
上
線
鶴
瀬
駅

東
口
側
の
市
道
（
延
長
約
１

６
０
ｍ
）
を
対
象
に
舗
装
な

ど
の
修
繕
工
事
を
発
注
す

る
。
23
日
の
議
会
閉
会
後
に

指
名
競
争
入
札
を
通
知
し

て
、
年
度
内
の
工
事
完
了
を

目
指
す
。

　
舗
装
修
繕
の
場
所
は
、
鶴

瀬
東
１
―
10
―
36（
地
番
）。

共
同
住
宅
の
エ
ク
レ
ー
ル
川

辺
に
面
し
た
市
道
市
道
第
５

２
１
０
号
線
の
う
ち
、
踏
切

か
ら
信
号
（
東
側
）
ま
で
の

延
長
１
６
０
ｍ
が
対
象
と
な

る
。
幅
員
は
６
・
６
ｍ
。
２

車
線
す
べ
て
の
舗
装
を
直
す

予
定
だ
。

　
工
事
費
１
８
０
０
万
円
の

大
半
に
当
た
る
１
６
２
０
万

円
を
地
方
道
路
等
整
備
事
業

債
で
賄
う
。
設
計
は
、
道
路

治
水
課
が
直
営
で
作
成
し
て

い
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
案
で
、

21
年
度
予
算
は
１
億
３
６
９

３
万
３
０
０
０
円
増
え
、
総

額
３
６
３
億
１
４
２
８
万
１

０
０
０
円
と
な
る
。

し
、
結
果
を
受
け
て
検
討
を

進
め
る
。

　
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

老
朽
化
が
み
ら
れ
る
た
め
、

今
後
の
建
て
替
え
も
視
野
に

入
れ
る
。
規
模
が
Ｓ
造
２
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
４
７
８

８
・
４
㎡
。
１
９
７
１
年
に

竣
工
し
た
。

　
予
算
案
が
可
決
さ
れ
れ
ば

一
般
会
計
は
９
億
９
５
１
６

万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
２
１
１
３
億
６
０
６
９

万
６
０
０
０
円
と
な
る
。

限
る
と
０
・
２
８
で
、
大
地

震
の
際
、
建
物
に
傾
斜
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

耐
震
性
が
不
足
す
る

市
役
所
本
庁
舎

川
通
地
区
土
地
区
画
整
理

準
備
会
設
立
へ
検
討
加
速

�

業
務
代
行
者
を
22
年
度
以
降

道
路
修
繕
事
業

1800
万
円
を
計
上

富
士
見
市
補
正

　
富
士
見
市
は
、
一
般
会
計

６
月
補
正
予
算
案
を
公
表
し

た
。
道
路
修
繕
事
業
の
工
事


